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リチウムを取り巻く状況
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➣世界的な自動車の電動化シフト等により、リチウムの需要が急増

➣資源権益の獲得競争の激化

※備蓄分は含まれない

供給

需要(EV)

需要(その他)

2020年代後半に
需要が供給を超過する予測

出典）JOGMEC 報告書&レポート 21_03_vol.51

■ リチウム化合物の需給バランス ■ リチウム価格の動向
重量／kt（炭酸リチウム換算）

出典) 「蓄電池産業の競争力強化に向けて」 （経済産業省 2022年2月）

コロナの影響により一時需要が減少し、
価格が低迷したが、EV向け需要及び
供給不足懸念から価格は反転し、
上昇傾向が継続中



リチウムイオン電池の再資源化サイクル
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■現状はスラグからの有効なリチウム

回収手段が確立されていない。

※ リチウムのサプライチェーンの現状

■特定国への依存

（※右上図）

■資源獲得競争の激化

出典) 「蓄電池産業の競争力強化に向けて」

（2022年２月 経済産業省）



共同研究の体制
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＜ 目 的 ＞

電気透析によるリチウム資源採取・回収における現象

の解明、技術の高度化に必要な基礎的知見の獲得、

および同技術の高度化・高性能化

＜ 狙 い ＞

➣ リサイクル溶液からのリチウム回収

➣（将来）塩湖・海水などからのリチウム採掘

研究所内に講座専任教員が駐在し、研究を推進

社会課題 大学のシーズ 企業の知見

弘前
大学

中部
電力

トヨタ
自動車

講座開設式（@弘前大学）



従来の電気透析法によるリチウム回収技術
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■ 従来の電気透析法

＜ 課 題 ＞

➣ 水素ガスの発生によりLi＋の透過反応が阻害

➣ 固体電解質膜が還元電位で劣化



弘前大学のリチウム回収技術
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■ 弘前大学が考案した電気透析法
第３極を追加しリチウムイオンの透過を促進

＜ 特 長 ＞

➣ 電極③で水素ガスを発生させることで、

阻害要因を解消

（Li＋の透過効率が大幅UP）

➣ 固体電解質膜の電位を高め、劣化を防ぐ



弘前大学のリチウム回収技術
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